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１．はじめに 

本稿では，平成 25 年度に発刊された，本学会主催の春季・秋季講演会，日本ロボット学会学術講演会，

ROBOMEC2013，第 13 回「運動と振動の制御」シンポジウム(MoViC13)の中から，空気圧分野に関する研究

動向を調査しいくつか紹介する． 

２．日本フルードパワーシステム学会春季講演会・秋季講演会 

 春季講演会では OS として，ヒューマンサポート・フルードパワー・要素機器のシミュレーションと

モデリングが設けられた． 
・ＯＳヒューマンサポート・フルードパワー 
空気圧の柔軟さを活用し，赤木ら 1)によるウェアラブル機器用デバイスの開発に関する発表や，装着型機

器として，吉満 2)のレスキュー用アシストスーツ，玄ら 3)による外骨格ロボット，岡田ら 4)，早川ら 5)による

支援・訓練用機器の開発や，高岩ら 6)による手首リハビリテーションシステムなど多岐にわたる応用研究が

発表された． 
・ＯＳ要素機器のシミュレーションとモデリング 
金城ら 7)による気体管路における圧力分布推定，中尾 8)による気体管路モデル化に関する研究や，柴田ら

9)による噴流の渦流れに関する発表が行われた． 
空気圧セッションでは，薩本ら 10)による靴の換気計測用装置の開発，佐藤ら 11)による耐圧ベローズを用い

た空気ばねの発表や，谷ら 12)，和田ら 13)による新たな空気圧源に関する発表があった． 
秋季講演会ではＯＳは設定されず，空気圧セッションとして，21 件の発表があった．長屋ら 14)による，空

気圧ベローズ内圧を力計測に用いることで患者の痛みを減らし，歯科医師が使いやすい顎関節治療用力計測

センサの開発，岩田ら 15)による複合湾曲構造の人工筋挙動解析，吉満ら 16)によるエアバッグを用いた空気圧

プロテクタ，加藤ら 17)による人間に近いビブラートが可能な吹奏ロボット，矢島ら 18)による空気噴流刺激に

よる新たな力覚提示法，高橋ら 19)によるラバーレス人工筋など新たな応用研究が数多く発表された． 

３．日本ロボット学会学術講演会・ROBOMEC2013  

 ロボット学会学術講演会では 20）~24）までの 5 件の発表があった．内訳は，ロボットに関して 2 件，ラ

バーアクチュエータについて 2 件，医療支援について 1 件であった．Robomec2013 では 25）~42）までの 18
件の発表があった．内訳は，ソフトアクチュエータに関する発表が 9 件ともっとも多く，次いで機構につい

て 4 件 要素技術 3 件，そのほか 2 件であった．応用分野であるロボット関連の講演会のため，アクチュエ

ータに関する発表が多く見られ，空気圧が不得手とする高速化に取り組んだ成岡ら 26)や，吉岡ら 29)，清水ら
37)によるマイクロマシン用の小型な空気圧システムの研究発表が行われた． 

４．第１３回「運動と振動の制御」シンポジウム 

第 13 回「運動と振動の制御」シンポジウムでは空気圧に関して 43）～53）までの 11 件の発表がり，内訳

として制御に関して 3 件，ソフトアクチュエータに 2 件，ロボティクスに 2 件，要素技術に１件，ヒューマ

ンサポート関連が 3 件であった． 
小泉ら 45)による，メンブレン型の空気圧アクチュエータを用いたリハビリ装具の開発，山田ら 48)による空
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気圧ベローズを用いた多自由度微動ステージのためのアクチュエータ，上治ら 51)による高機能マットの開発，

ローら 53)による立ち上がり支援装置ではジグザグ状のチューブ式アクチュエータなど空気圧の特性を利用し

た研究発表が行われた． 

５．おわりに 

本稿では平成 25 年度の空気圧分野の研究動向について，本学会春秋講演会と応用分野であるロボット・機

会学会の講演会よりいくつかを紹介した． 
本学会講演会では，要素技術などで挑戦的な研究が見られ今後の進展が楽しみである．応用分野では，ソ

フトアクチュエータに関する研究発表が多く，異分野との連携した研究におけるさまざまな空気圧アクチュ

エータが研究発表され，空気圧分野の有効性が示されたものである． 
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